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上
村
病
院
は
救
急
指
定
病
院
で
す
。

天 四
白
王

月

誕究
壬
ノ
　 、 死 三 五
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二
〇
中
川
三
央
西
四
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一　田
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二中下
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三　り

兎
追
う
冴
の
白
く
行
き
交
う
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独
　
山

早
春
は
み
ぞ
う
ち
に
ご
る
湖
芯
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

四
月
の
休
日
救
急
医

▽
俳
旬

雛
の
灯
に
人
日
遠
く
ゆ
れ
ゐ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

雪
間
よ
り
密
な
る
も
の
を
求
め
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貴
久
子

転
作
㊥
説
明
帰
り
雪
の
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
　
泉

梅
林
の
香
り
句
会
の
座
に
届
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
　
山

ま
だ
解
け
ぬ
大
雪
囲
雛
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
雪

凍
大
根
障
子
に
影
絵
冴
へ
返
る

く
ぐ
も
れ
ば
雪
空
胸
に
顕
つ
峠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
　
ヂ

中
里
文
芸
三
月
投
稿

▽
短
　
歌

孫
に
負
け
渋
渋
覗
く
番
組
も

　
　
　
　
　
昧
い
見
れ
ば
吾
が
心
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
ノ
川
玉
治

屈
託
の
な
き
若
者
の
会
話
に
て

　
　
　
遠
き
月
日
の
か
へ
る
こ
と
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
紗

窓
に
積
む
雪
嵩
減
り
て
躍
動
も

　
　
　
　
　
潜
む
騒
音
伝
は
り
て
く
る

滝ての
7尺生日

　きか
ノゆ
ブけ

耐
え
忍
ぶ
こ
と
の
み
を
知
り
寒

桑
が
裏
山
に
来
て
小
さ
な
欠
伸
大　 力卵

泉　 ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
　
真
津

き
さ
ら
ぎ
の
光
ほ
の
か
な
温
も
り
を

　
　
　
　
漂
は
せ
八
．
朝
雪
晴
れ
わ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
ケ
ン

降
る
雪
を
礎
に
う
け
し
少
年
に

　
　
　
　
道
譲
ら
れ
て
返
す
ほ
ほ
え
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
タ
マ
ヂ

雪
砕
き
う
ね
り
を
な
し
て
ゆ
く
瀬
音

　
　
　
　
は
げ
し
き
夜
の
声
を
思
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涌
井
　
タ
カ

風
花
の
舞
ひ
く
る
昼
を
う
つ
・
と
も

　
　
　
夢
と
も
な
く
て
七
の
香
を
恋
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
は
し

巣
凱
つ
子
に

　
　
望
み
果
て
な
し
い
つ
の
日
か

　
　
　
父
母
の
地
を
継
ぎ
て
生
き
ゆ
け

日醜睡匪縄目
　　一リン酸についての知識一
　リン酸は、私たちの人体に欠かせないものです。
たとえば、骨や歯にリン酸カルシウムとして含有
されているばかりでなく、エネルギー代謝など生
理的に重要な働きをします。
　しかし、リン酸をとりすぎると、リン酸が体内
のカルシウムを取り出す働きをしてしまい、体内
にはカルシウムが減って、骨が弱くなったり、イ
ライラや病気に対する抵抗力を弱めるなどの障害
をおこすといわれています。
　（1）加工食品中のリン酸
　食品中のリン酸には、すでに含まれている天
　然のものと、加工食品の製造過程で人工的に添
　加される食品添加物があります。食品添加物と
　して認められているリン酸は20数種類あります
　が、使用基準、表示義務はありません。
表1　リン酸塩の用途及び効果

用　　　　　　　途 おもな効果

ジュース、しょう油、みそ 変色防止

コーラ飲料 酸昧を与える。

チーズ、アイスクリーム 品質改良のために

インスタントコーヒー、みそ汁 水にとけやすくする。

果実酒、清酒、がどう酒 発酵をよくする

ソーセージ、カマポコ 保水性を高ダ）、糸吉着をよくする

カ　ノブめん、　イ　ンスタン　トラーメン シコシコした感じを与える

（2）加L食品はリン酸が過剰

　…般に摂取する食品中のリンとカルシウムの
比率は、リン1に対してカルシウム2が望まし
！、、といわれています。

表H　加工食品中のカルシウム1に対するリンの

　バランス

呼．票．1
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U
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ノ
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コ
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ナ
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イ

コ
果
天
チ
ス
ヨ
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魚
ウ
魚
ポ
チ

、
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飲
料
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〉
　
　
へ
菓
ヂ
類
＼
　
　
・
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肉
・
乳
製
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〆
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6
9
〕
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　茨城・栃木・群馬三県消費生活センター試買テストより抜粋

リンとカルシウムのバランスは食生活全体の
中で摂取されるリンとカルシウムの量であひ）、
個々の食、1、～，の問題ではありません。加1二食品中

心の食生活を見直すとともに、カルシウムをよ
り多く摂取するような心がけが大切です。

巣立ち

感激と期待を胸に……・

3月は卒業式の季節。

村内の中学校では13日に一斉に卒業式が行

なわれ、114名の生徒が9年間の義務教育を終

え、それぞれの想い出を胸に巣立ってゆきま

した。又、25日には村内の全小学校で卒業式

が行なわれ、106名の児童は、中学校生活への

期待をいだきながら校門を後にしました。
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妻
垂
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垂
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広
報
な
か
さ
と
“

　
　
　
　
社
会
教
育
情
報
紙
が
登
場
し
ま
す

　
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
二
十
日
に
第

一
号
が
創
刊
さ
れ
て
以
来
、
二
十
五
年

四
ケ
月
、
二
九
六
回
に
わ
た
っ
て
み
な

さ
ん
の
手
元
に
届
け
て
き
た
「
館
報
な

か
さ
と
」
は
、
今
月
号
を
も
っ
て
廃
刊

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
日
、
増
加
す
る
一
方
の
行
政
情
報

莚
》▼

OO◎O

d，巴、一
’

撒
く
な
り
、
十
八
才
未
満
の
子
が
い
る
場

合
は
母
子
年
金
そ
の
ほ
か
遺
児
年
金
、

寡
婦
年
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
万
一
、
保
険
料
を
納
め
忘

　
あ
な
た
は
国
民
年

金
保
険
料
の
未
納
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
国
民
年
金
は
老
後

の
所
得
保
障
と
し
て

の
老
齢
年
金
ば
か
り

で
な
く
、
永
い
人
生

の
途
中
に
お
け
る
不

幸
な
で
き
ご
と
に
対

し
て
も
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
病
気
や

ケ
ガ
で
障
害
者
に
な

っ
た
時
に
は
障
害
年

金
、
一
家
の
働
き
手

で
あ
る
ご
主
人
が
亡

を
村
民
の
皆
さ
ん
に
正
確
に
伝
え
る
こ

と
は
、
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
と
っ
て

欠
く
事
の
で
き
な
い
条
件
で
す
。

　
行
政
運
営
に
果
た
す
広
報
活
動
の
役

割
を
期
待
す
る
に
は
「
館
報
な
か
さ
と
」

の
紙
面
ス
ペ
ー
ス
で
は
不
十
分
で
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
新
年
度
よ
り
総
務
課
で

れ
て
い
る
と
老
後
の
支
え
と
な
る
老
齢

年
金
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
等
の
年
金
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ
り
ま

し
た
ら
す
ぐ
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
又
、

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
ま
す
と
増
々
額

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、

強
風
の
吹
く
日
が
多
く
な
り
ま
す
。

悲
惨
な
焼
死
事
故
や
貴
重
な
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
た
め
、
四
月
一
日
か
ら
一
週

間
に
わ
た
っ
て
春
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
で
は
特
に

一
、
身
体
不
自
由
者
等
を
中
心
と
し
た

　
　
焼
死
防
止
対
策

一
、
防
火
管
理
体
制
の
確
立

一
、
ガ
ス
漏
れ
火
災
発
生
防
止
対
策

一
、
異
常
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災

「
広
報
な
か
さ
と
」
を
発
行
す
る
の
に

伴
っ
て
廃
刊
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
新
し
い
広
報
紙
は
A
4
サ
イ
ズ
、
八

ぺ
ー
ジ
版
を
基
準
に
編
集
さ
れ
、
毎
月

十
日
の
発
行
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
尚
、
公
民
館
で
は
、
　
「
館
報
な
か
さ

と
」
に
か
わ
っ
て
、
五
月
か
ら
隔
月
で

社
会
教
育
、
公
民
館
情
報
を
提
供
す
る

専
門
紙
を
発
行
す
る
予
定
で
す
の
で
、

「
広
報
な
か
さ
と
」
と
も
ど
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

も
か
さ
み
、
一
段
と
納
め
に
く
く
な
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
に
な
ら
な
い
よ
う
、

保
険
料
は
決
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
確

実
に
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
発
生
防
止
対
策
に
力
を
入
れ
て
ゆ
く

　
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ー
燃
や
す
ま
い

　
　
　
　
　
山
は
緑
に
萌
え
る
も
の
ー

　
雪
消
え
と
と
も
に
農
作
業
や
山
菜
と

り
で
山
に
入
る
人
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

山
火
事
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
点
に
ご
注

意
下
さ
い
。

○
た
き
火
を
し
た
時
は
後
始
末
を
完
全

　
に
す
る
こ
と
。

○
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す
こ

　
と
。

○
車
か
ら
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
を
投
げ

　
捨
て
な
い
こ
と
。

○
強
風
又
は
乾
燥
時
及
び
枯
れ
草
等
の

　
あ
る
危
険
な
場
所
で
は
、
た
き
火
等

　
は
し
な
い
こ
と
。

O
火
入
の
許
可
を
必
ず
受
け
る
こ
と
。

電
話
教
室
を
ご
利
用
下
さ
い
〃
“

お
祝
い
電
報
は
早
め
に
ど
う
ぞ
〃
”

　
電
話
の
普
及
に
伴
い
、
私
た
ち
の
生

活
は
よ
り
便
利
、
よ
り
豊
か
に
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
反
面
、
電
話
の
マ
ナ
ー

正
し
い
電
話
の
か
け
方
、
う
け
方
が
身

に
つ
い
て
い
な
い
た
め
ト
ラ
ブ
ル
の
原

因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
電
報
電
話
局
で
は
、
電
話
の

正
し
い
か
け
方
、
う
け
方
を
内
容
と
し

た
「
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
教
室
」
を
希
望
す

る
組
合
、
団
体
さ
ら
に
は
学
校
等
へ
出

向
い
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
サ
ー
ビ
ス
管
理
係
（
電

〇
二
五
七
五
－
二
－
三
三
七
〇
）
へ
気

軽
に
ど
う
ぞ
。
又
、
電
話
マ
ナ
ー
の
向

上
を
目
的
と
し
た
「
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
（
電
十
日
町
局
七
1
0
0
0
0
）
も

常
時
提
供
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
料

金
は
無
料
で
す
。

　
ー
お
祝
い
電
報
は
早
め
に
1

　
降
り
積
っ
た
雪
か
ら
解
放
さ
れ
る
と

い
よ
い
よ
春
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
。

　
う
い
う
い
し
い
カ
ッ
プ
ル
の
門
出
に

花
を
そ
え
る
お
祝
い
電
報
。

そ
の
お
祝
い
電
報
を
利
用
す
る
ほ
と
ん

ど
の
方
は
、
式
の
当
日
か
前
日
に
申
し

こ
ん
で
い
ま
す
。

　
電
電
公
社
で
は
、
早
め
に
発
信
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
配
達
日
の
十
日
前
か

ら
配
達
日
を
指
定
し
た
電
報
の
受
付
け

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
式
当
日
の
三
日
前
ま
で
に
お
祝

い
電
報
を
発
信
す
る
と
、
一
通
に
つ
き

百
五
十
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
の
で
早

め
に
申
し
こ
ん
で
下
さ
い
。

水
道
料
金
が
値
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
ま
す

　
老
朽
化
し
た
施
設
の
改
造
や
電
気
料

金
の
値
上
げ
な
ど
、
水
道
施
設
維
持
管

理
費
の
高
騰
に
伴
い
、
四
月
か
ら
水
道

料
金
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
基
本
料
金
は
十
㎡
六
百
円
か
ら
千
円

に
。
又
、
超
過
料
金
は
一
㎡
増
す
ご
と

に
百
円
（
改
正
前
七
十
円
）
と
な
り
ま

す
。
　
基
本
料
金
は
四
月
分
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
が
、
超
過
料
金
に
つ
い
て
は
、
四

月
の
メ
ー
タ
ー
検
針
後
に
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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五
十
五
年
度
の
社
会
教
育
に
お
け
る

各
種
講
座
に
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
去
る
、
三
月
二

十
日
を
も
ち
ま
し
て
、
全
て
計
画
通
り

終
了
致
し
ま
し
た
。

　
五
十
六
年
度
も
、
別
表
の
よ
う
な
主

旨
に
基
づ
き
、
各
種
の
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

、
一
’

IIIll”“1〔3〕1”lllil“なかさと1”lll”1”Ill昭和56年3月25日発行（昭和3

◎少年教育
　子供達の要求に基づぐ活動を発展させ、子供会や少年講座

の活動を通じて伸々とした協力性のある集団活動をすすめる

とともに地域の様子を理解する。

、
一
プ

事　業　名 内　　　　　　　容 対　象 期間と形態

少　年　講　座 ○昔の遊びのほりおこし学習
○自然に親しむ学習

小学校

　4～6年
5月～10月
各学校×3回

子供会
リーダー研修会

○リーダーとしての実技研修
○子供会活動の運営研修

単位子供会
　リーダー

8、12月

屋内外研修

　
内
容
も
各
講
座
の
委
員
や
関
係
者
の

参
画
を
得
て
、
村
民
の
方
々
の
．
要
望
に

こ
た
え
る
べ
く
検
討
し
、
す
で
に
一
部

の
講
座
内
容
も
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
担
当
の
方
で
も
、
社
会
教
育
が
住
民

の
方
々
一
人
ひ
と
り
に
ゆ
き
わ
た
る
べ

く
、
そ
し
て
魅
力
の
あ
る
内
容
と
、
そ

の
機
会
、

　
　
　
　
場
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て

◎青年教育
　青年講座の学習や活動を通じて仲間づくり、目的集団の形

成をはかるとともに自主的、積極的な活動運営をはかりなが

ら自己啓発につとめる

才
り
ま
3
，

　
そ
の
意
床
で
も
、
．
九
十
六
年
度
は
分

館
活
動
を
、
大
き
く
推
進
し
た
い
と
考
え
、

「
分
館
活
動
推
進
委
員
」
を
設
け
て
、

地
．
区
の
特
性
を
生
か
し
た
分
館
活
動
が

な
さ
れ
る
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
ん
と
い
っ
て
も
、
社
会
教
育
の
L

体
者
は
地
域
住
民
の
方
々
で
す
。
大
い

に
参
加
し
て
頂
き
、
充
実
し
た
、
実
り

の
あ
る
講
座
と
な
る
と
共
に
、
各
個
人

と
地
域
が
豊
か
で
、
発
展
的
と
な
る
こ

と
を
へ
，
心
願
し
て
お
り
ま
す
。

事　業　名 内　　　　　　　容 対　象 期間と形態

青　年　講　座
○仲間づくりのための共同学習
○趣味を通した一般教養学習 青年一般

5コース×5回
　5～11月

指導者の養成 ○県内研修センター研修への参加
グループ

　サークル
　リーダー

◎婦人教育
　婦人講座、学級の機会を通じて生活に必要な知識や技術を

体得しながら主体的な学習運営を進める。
　又、婦人団体の進展的な活動を促進し、婦人の特徴を生ガ

した地域活動をすすめる。

、賑辮
　　　1本　　館　5

内　　　　　　　容 対　象 期間と形態

）地域交流を通じての生活改善に

関する学習
）表現技法についての学習

婦人　　般

賑　　月～11月

　　俣分館
　本　　館

1回

5回

）趣味に関する学習
つ地域再認識の学習

婦人　　般
4月～3月
通　　年
季　　節 1
4○県捌崔事業等への参加

婦入会
　リーダー

⊂

C
　
．

二」
⊂
つ

（

事業名

婦人教養講座

婦人学級

才旨導者の養成

◎家庭教育
　家庭教育講座を通じて、子供の成長と
家庭及び地域環境との関係を考え、大人

とヂ供の役割とあり方を学習し、健全な

環境づくりをめざす、，

事業名 内　　　容 対　象 期間と形態

r
．・家庭教育環境 保育園児
づくりに関す 又は小・ 4－311

家庭教育 る学習 中学生び） 2保育所×3回
講　　座 （・大人、とゴ・供と 父’母並び 5学校区×2回

で体，験する学 にその家 本　　館　4回
習 族

◎成人教育
　村民教養講座への学習参加の中で学習の意義を認識し、右

、互学習を進めながら一般教養をたかめる。
其目購1と形i態象

一一「一一＝「－

　　1　対容内事業名
　
　
習

　
F
卜
学

　
2
　
6

ヨ
　
　
　
　
　
　
と
　

声
X
　
　
夕

　
殖
食
内

～
／
ノ

4
4
本
屋

般村民
○目常生活に関する一般教養学習

○土也ま或社会を 考える学習
村民教養講座

11月

分科会学習と
　　全｛本ド≧習

員会A「
）

i○ま也ま或の教育環土亮を考’える学習TA
研究集会

◎高齢者教育
　社会環境の変化に対処し、活力に満ちた豊かな生き方を増

進するための意欲づけをはかる。

内　　　　　　　容 対　象 期間と形態

未のグループ学習
齢者の経験発表まとめの学習

k交流学習

6（1才以L
の商齢者

4－12月

クラブ学習3回
全体学習7回

事業名
　　　　　　（〕趣
高齢者講座（二，高
　　　　　　（）1”1

　　　　ユ

二
蓋
鰹
難
韮
距
華

　
昨
年
八
月
、
十
H
町
保
健
所
長
．
丸

田
貞
介
氏
を
講
師
と
し
て
、
表
題
の
講

演
と
映
写
会
が
あ
っ
た
。
講
師
先
生
の

実
例
を
ま
じ
え
た
話
に
、
　
”
参
加
し
て

良
か
っ
た
”
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
。

　
映
画
「
子
供
の
性
の
悩
み
と
親
の
態

度
」
で
は
、
親
が
子
供
の
性
の
悩
み
に

理
解
と
認
識
が
な
い
と
子
供
を
非
行
に

走
ら
せ
、
自
殺
に
追
い
込
む
例
、
そ
し

て
、
理
解
と
認
識
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
子

供
は
悩
み
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
生

き
生
き
と
し
た
子
供
に
成
長
し
て
い
く

列
な
ど
　
　
　
。
映
写
後
、
　
「
貴
方
だ

イ
っ
た
ら
ど
う
す
る
？
」
な
ど
親
の
立
場

で
の
話
し
合
い
や
発
表
が
あ
り
有
意
義

で
あ
っ
た
。

　
や
は
り
大
切
な
事
は
、
一
、
性
教
育

は
人
間
教
育
で
あ
る
〃
一
と
い
う
こ
と
。

子
の
心
や
発
達
段
階
を
知
っ
て
、
暖
か

い
心
と
思
い
や
り
を
持
っ
て
接
す
る
事

が
大
切
で
あ
る
。
　
一
、
親
に
話
せ
る
雰

囲
気
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
、
と
思
う
、

　
こ
の
頃
の
子
供
は
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌

に
よ
っ
て
性
知
識
だ
け
は
豊
富
で
あ
る
。

　
学
校
ま
か
せ
の
性
教
育
だ
け
で
は
な

く
、
各
家
庭
で
正
確
な
資
料
を
子
供
に

提
供
し
、
性
教
育
を
や
る
の
が
理
想
で

あ
る
と
思
う
。
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
村
山
ミ
ド
リ
さ
ん
）


